
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

聞き手に伝わるプレゼン
が出来る。

到達目標
D

丁寧で正確な作業が出
来、作品の仕上がりが美
しい。

丁寧で正確な作業を心が
け、作品を美しく仕上げ
ようとする。

ふつう

誰が何のために使うモノ
か意識したデザインが出
来る。

誰が何のために使うモノ
か意識せずデザインす
る。

素材や対象をよく観察
し、特徴を活かしたデザ
インが出来る。

素材や対象をよく観察せ
ず、特徴を捉えようとし
ない。

作業が雑で不正確、汚い
仕上がりでも何とも思わ
ない。

何を言いたいのか聞き手
に伝わらない。

【教科書】

無し。

【参考資料】

随時クラスルームへアップします。

【成績の評価方法・評価基準】

全5つの作品を、締切日までの提出物、またはプレゼンで評価。評価基準はルーブリック評価に基づく。
出席率や授業態度も評価の対象とする。

作品を魅力的に伝えるプ
レゼンが出来る。

優れている

到達目標
A

5Ｗ1Ｈを意識したデザイ
ンが出来る。

素材や対象をよく観察
し、特徴を魅力的に活か
せる。

科目名
基礎デザイン実習B

英語科目名

学科・学年

担当教員 二村　美里 教員の実務経験 あり 実務経験の職種

評価基準＝ルーブリック
ルーブリック

評価

レベル５ レベル３ レベル１
要努力

年度 2025

Basic Design Practice B 学期 前期

単位数 2 種別※ 実習デザイン科 インテリアデザイン専攻 １年次必／選 １年次 時間数 60

インテリアデザイナー

【科目の目的】

①プロのデザインプロセスを立体作品の制作を通して実習し、デザイナーに必要な基礎力を身につける。
・誰が何のために使うモノなのか、意識してデザインが出来るようになる。
・素材や対象の形態、色彩、材質、質感をよく観察し、特徴を活かしたデザインが出来るようになる。
・スケッチや試作を通してデザインを検証、改良。丁寧で正確な作業をし、素敵なデザイン目指せる。
②初めてのプレゼンを経験する。自分の作品概要が相手に伝わるプレゼンが出来るようになる。

【科目の概要】
デザイナーがモノや空間のデザインをする際、どんな思考をして、どんな作業工程を経ているでしょう。
ただぼんやりアイデアを出したり、ただなんとなく形にするだけでは、素敵なデザインにはなりません。
この授業では、プロがデザインをする際の基礎的な考え方や作業工程を、立体作品の制作を通して実習する
ことで、デザイナーになるための基礎的な力を身に着けていきます。

【到達目標】
A.誰が何のために使うモノか意識してデザイン出来る。
B.素材や対象をよく観察し、特徴を活かしたデザインが出来る。
C.デザインをスケッチや試作を通して計画できる。
D.丁寧で正確な作業を心がけ、作品を美しく仕上げようとする。
E.相手に伝わるプレゼンが出来る。

【授業の注意点】
各課題の提出日やプレゼン日に欠席した場合は本来の評価から減点となるため、注意が必要。
また、以下の場合は落第とするため、注意が必要。
・出席率75％以下。（全15回の授業のうち、3回以上の欠席を指す。）
・最終授業までに１つでも未提出物がある場合。

到達目標
B

到達目標
C

デザインをスケッチや試
作を通して検証、改良出
来る。

デザインをスケッチや試
作を通して計画できる。

デザインをスケッチや試
作をせず、いきなり作り
始める。

到達目標
E



回数

評
価
方
法

自
己
評
価

1

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

3

4

制作

提出

2
到達目標B、Cの達

成。

到達目標B、C、Dの
達成。

2

ガムテープの
塑像

先生からのアドバイスを元に改善できる

課題の概要と意図を理解できる

丁寧で正確な作業ができる

丁寧で正確な作業ができる

２

到達目標Eの達成。 1

制作

プレゼン
聞き手に伝わるプレゼンが出来る。
魅力的に伝えられると更に良い。

課題の概要と意図を理解できる

素材や対象をよく観察し、特徴を活かしたデザインが出来
る。また、デザインをスケッチや試作を通して検証、改良

出来る。

先生からのアドバイスを元に改善できる

提出作品の批評をし合い、自他共に今あるものをより良く
するヒントを得ることができる。

丁寧で正確な作業ができる

２

デザイン案の提出

制作

到達目標B、Cの達
成。

課題の概要

2 観察・案出し

デザイン案の提出

2 制作

到達目標B、C、Dの
達成。

2

到達目標B、C、Dの
達成。

到達目標Dの達成と
批評の経験

2

到達目標Aの達成。
2

到達目標B、Cの達
成。

5

制作

提出・批評

課題の概要

5Ｗ１Ｈ設定

課題の概要

観察・案出し

2

2

チョークの
彫刻

6

7

8

9
2

2

2 観察・案出し

課題の概要

デザイン案の提出

2

制作 丁寧で正確な作業ができる

素材や対象をよく観察し、特徴を活かしたデザインが出来
る。また、デザインをスケッチや試作を通して検証、改良

出来る。

基礎デザイン実習B 年度 2025

Basic Design Practice B 学期 前期

課題の概要と意図を理解できる

２

丁寧で正確な作業ができる

締切を守って提出できる

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1
スチレンの

立方体
到達目標Dの達成。

授業内容

課題の概要

科目名

5Ｗ1Ｈを意識したデザイン検討が出来る。

課題の概要と意図を理解できる

課題の概要と意図を理解できる

2

5Ｗ1Ｈを意識したデザイン検討が出来る。

2

課題の概要と意図を理解できる

素材や対象をよく観察し、特徴を活かしたデザインが出来
る。また、デザインをスケッチや試作を通して検証、改良

出来る。

先生からのアドバイスを元に改善できる

2

丁寧で正確な作業ができる

素材や対象をよく観察し、特徴を活かしたデザインが出来
る。また、デザインをスケッチや試作を通して検証、改良

出来る。

先生からのアドバイスを元に改善できる

丁寧で正確な作業ができる

丁寧で正確な作業ができる

秋季店に作品を展示し、沢山の人に自分のデザインを見て
もらう

聞き手に伝わるプレゼンが出来る。
魅力的に伝えられると更に良い。

２

課題の概要と意図を理解できる

2

制作

展示

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

プレゼン

課題の概要

5Ｗ１Ｈの設定

課題の概要

観察・案出し

デザイン案の提出

制作

紙の器

廃材の時計

13

14

15 到達目標の達成。 1

2

2

２

12

到達目標B、Cの達
成。

到達目標B、C、Dの
達成。

2

10

11
到達目標D、Eの達

成。
1

到達目標Aの達成。
2

2


